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 第２回府中市男女共同参画推進協議会 議事録 

 

■日 時  令和８年７月２７日（月）午後２時から午後４時２０分まで  

■会 場  府中市男女共同参画センター「フチュール」第１・２会議室  

■出席者 

 （委員）  

 芦沢委員、岩上委員、岩本委員、榎本委員、落合委員、藤山委員、松本委員、  

 眞鍋委員、丸山委員、向井委員 

 （事務局）  

 大井市民協働推進部長、平野女性活躍推進担当副参事、板垣多様性社会推進課長補佐  

二階堂男女共同参画推進係長、有吉事務職員、中島事務職員  

■欠席者  志村委員 

■傍聴者  ０名  

■議 事  １ 審議事項 

 (1) 府中市男女共同参画推進のための市民提案型講座 プレゼンテーション 

         審査の実施 

            (2) 第７次府中市男女共同参画計画の推進状況評価について 

２ その他 

■資 料   １－１ Ａ団体資料（当日回収） 

     １－２ Ｃ団体資料（当日回収） 

     １－３ Ｄ団体資料（当日回収） 

     １－４ Ｂ団体資料（当日回収） 

     ２   市民提案型講座委員採点表（当日回収） 

     ３   令和８年度（令和７年度実績）重点取組項目一覧 

     ４   令和８年度（令和７年度実績）重点取組項目推進状況評価 

     ５     令和８年度第三者評価の流れ 

  参考資料１   令和８年度府中市市民提案型男女共同参画推進講座事業募集要項 

      ２   令和８年度（令和７年度実績）第７次府中市男女共同参画計画推進状況 
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評価一覧（全項目） 

      ３   第１回府中市男女共同参画推進協議会議事録 

 

【会長】 

定刻になりましたので、第２回府中市男女共同参画推進協議会を開会いたします。 

 まず、事務局から本日の委員の出席状況の報告、傍聴者の有無、配付資料、そして本日の流れに

ついてご説明をお願いします。 

 

【事務局】 

本日の出席状況でございますが、志村委員から、欠席のご連絡をいただいております。 

なお、６月中に募集を行っておりました市民公募委員について採用がございませんでしたので、

今年度の委員数の定員は 11 名とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

つきましては、現在、定数 11 名中 10 名の委員の皆様に出席をいただいており、出席者が過半数

を超えておりますので、本協議会は有効に成立していることを併せてご報告いたします。 

なお、本日の傍聴ですが、申込みはございませんでした。 

 続きまして、本日の資料の確認をさせていただきます。本日の資料一式は紙資料にて配付をさせ

ていただいております。また、併せて、第７次府中市男女共同参画計画冊子をご持参いただくよう、

ご案内しております。 

本日の会議資料は、次第、とびまして資料３、４、５、参考資料１、２、３となります。資料１

と２についてはこの後お配りいたします。過不足等はございますか。 

 

【会長】 

では、「次第１ 審議事項 （１）府中市男女共同参画推進のための市民提案型講座 プレゼンテ

ーション審査の実施」について、事務局より説明をお願いします。 

 

【事務局】 

本日は昨年度から開始した事業である「市民提案型講座」の第２次選考として、第１次選考を通

過した４団体にプレゼンテーションを行っていただきます。 
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 只今、審査資料をお配りいたします。 

（事務局 資料１―１・２・３・４、資料２を配付） 

 委員の皆さまには、資料１―１・２・３・４として採用候補団体から提出された資料、また資料

２「プレゼンテーション審査 採点表」、そして参考資料１として「市民提案型講座募集要項」をお

配りしております。 

 

（審議事項１ (１)について記載省略） 

 

それでは次第に沿って議事を進めます。 

 次第の「（２） 第７次府中市男女共同参画計画の推進状況評価について」、事務局から説明をお願

いします。 

 

【事務局】 

 資料３「令和８年度（令和７年度実績）重点取組項目一覧」をご覧ください。こちらは、今年度

第三者評価の対象となる重点取組項目一覧です。前回協議会でいただいたご意見を踏まえ、メール

にて修正案をご確認いただきましたが、改めて最終の内容をご報告いたします。 

「１ 組織等の意思決定への女性参画の強化」として事業項目１、６。「２ 男女共同参画推進体

制の整備と運営」として事業項目 45、46、47。「３ 男女双方の視点を取り入れた防災対策の推進」 

として事業項目 56。「４ 人権尊重の推進とジェンダー教育の充実」として事業項目 41、59、74 と

なります。今年度は、こちらの４項目で進めさせていただいてよろしいでしょうか。 

 

【会長】 

 皆様ご意見等ございますでしょうか。 

（委員より 意見なし） 

 ではこの内容で了承とします。続いてご説明をお願いします。 

 

【事務局】 

 では、今年度はこちらの４つの重点取組項目について第三者評価を進めさせていただきますので、
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どうぞよろしくお願いいたします。 

また各主管課による実績報告が提出されましたので、本日はそれぞれの推進状況をご確認いただ

き、後日皆様に個別に行っていただく評価付けの事前確認の時間とさせていただければと存じます。 

ここで、今後の第三者評価の流れについてご説明いたします。資料５「令和８年度第三者評価の

流れ」をご覧ください。まず、今回の第２回会議にて各重点取組項目の主管課評価内容をご確認い

ただき、内容や表記へのご意見・ご質問等をいただければと思います。そして８月以降、事務局よ

りメール等にて評価用紙をお送りいたしますので、皆様には評価をつけていただきます。皆様にご

提出いただいた評価を事務局にてとりまとめ、各重点取組項目の平均点を割り出し、総括した評価

文章案を作成いたしますので、第３回協議会にてその内容の確認・校正を行っていただきます。あ

わせて、第３回時には男女共同参画センターの運営状況についても評価文案の確認を行っていただ

きます。そこでいただいたご意見等をもとに、事務局で答申書案を作成いたしますので、第４回時

にはその校正を行っていただき、答申書が完成するという流れとなります。 

今後の流れについての説明は以上となります。 

本題に戻りまして、資料４「令和８年度（令和７年度実績）重点取組項目推進状況評価」をご覧

ください。こちらは、今回の重点取組項目の各主管課評価をまとめた資料となります。なお、参考

資料２として全事業項目の推進状況評価一覧をお配りしておりますが、重点取組項目以外も含めた

全体の状況を確認される際は、こちらもご参照いただければと存じます。 

 資料４の１枚目をご覧ください。「重点取組項目１ 組織等の意思決定への女性参画の強化」につ

いて、事業項目１、６が該当しております。事業項目１の政策課について、全ての審議会における

女性委員の割合は、令和６年度末実績から増加して 37.17％となりましたが、目標値の 40％にはま

だ満たないとして担当課評価は「予定より成果が出ていない」という２点となっております。６に

ついては多様性社会推進課、産業観光課ともに「予定どおり成果が出ている」という３点の評価を

つけており、女性のキャリア支援講座実施や広報啓発の点で予定していた事業の達成が出来ている

と回答しています。 

 続きまして２枚目をご覧ください。「重点取組項目２ 男女共同参画推進体制の整備と運営につい

て」、事業項目 45、46、47、全て多様性社会推進課の事業が該当しています。事業項目 45 のフチュ

ールの運営について、閲覧席及びコワーキングスペース利用状況について３点の評価としておりま

す。重点取組項目 46 の当協議会の運営につきまして、昨年度は第６次計画５年間分の総括評価を行
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った点を考慮し、４点の評価としております。事業項目 47 の府中市男女共同参画推進本部の運営に

つきましては、予定通り年３回の会議実施および昨年度女性活躍推進の広報として「えるぼし認定」

の周知を行ったことで３の評価としております。 

続きまして３枚目をご覧ください。「重点取組項目３ 男女双方の視点を取り入れた防災対策の推

進について」、事業項目 56 の防災危機管理本部の内容が該当しております。担当課評価は３となっ

ており、各避難所への女性職員の配置や母子専用区域の検討など、女性の視点を取り入れた避難所

運営に取り組んでいると報告されています。また、自主防災組織での女性の参画促進や、多機能ト

イレを備えたモビリティトイレ車両の導入など、女性や要配慮者に配慮した避難環境の整備を進め

ています。 

最後に４枚目をご覧ください。「重点取組項目４ 人権尊重の推進とジェンダー教育の充実につい

て」、事業項目 41、59、74 が該当しています。いずれも、市立中学校や公共施設での包括的性教育

講座・人権啓発講座の実施が予定通りできたとして全て３点の評価となっており、また性教育の実

施校数の拡大については引き続き課題が見られるとの報告がされています。 

説明は以上となります。本日評価付けは行いませんが、各主管課評価をご覧いただいた中で、評

価の書き方や内容についてご意見ご質問があればいただければと存じます。 

事務局からは以上です。 

 

【会長】 

 今回は、例年の指摘を踏まえ、かなり具体的な表記をいただいているように見受けられます。さ

らに主管課評価の具体性や書き方について、ご意見はございますか。 

 

【委員】 

評価をするにあたり、取組と実績に対して、予定や計画が書いていないと評価がしづらいです。

事業項目や事業概要には第７次計画としての目標記載はありますが、毎年度における目標はまた別

物ですよね。前の年の資料を見ないと、今回における目標や予定は分からないのでしょうか。 

 

【事務局】 

本来、こちらの主管課評価の報告内でも、予定やそれに対する実績が読み取れるようになってい
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るはずですが、現段階で読み取れないようであれば、主管課に書き直していただく必要があると考

えます。 

 

【委員】 

書いていないように見えます。 

 

【事務局】 

例えば、重点取組項目２における事業項目 46 は、予定と実績が両方記載されております。ご指摘

通り、全ての項目では十分な記載がされていないようです。 

 

【会長】 

ただ、必ずしも全てに目標値があるわけではないとは思います。例えば重点取組項目１における

事業項目６①では、前年度との比較などがあればより分かりやすいですね。 

 

【委員】 

評価基準は、予定どおりか否かが基準になっていますので、予定が何かという記載がないと評価

できないと思います。実績を読みとること自体はできますが、こういった報告資料でこのような書

き方では判断ができないです。 

 

【事務局】 

ご指摘のとおりですので、各課に修正依頼をいたします。 

 

【会長】 

ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

 

【委員】 

数値の記載があるのが良いというのは今のご指摘通りだと思います。加えて、例えば重点取組項

目４において、参加者数の記載はもちろんですが、参加者アンケート結果等の記載があると、事業
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としてもより今後に繋げやすいかと思います。その一方で、数字達成がゴールとなってしまい目標

を見失うこともありえるため、最終的に何を達成したいのか、それが達成できているのかという点

で評価ができればと思います。 

 

【会長】 

両方の側面を見るのが大事ですね。その点、担当課である多様性社会推進課の書き方は評価がし

やすい記載ですね。 

 

【委員】 

重点取り組み項目のヒアリングについて、方針は定まっていましたでしょうか。 

 

【事務局】 

必要に応じて行うことは可能です。 

 

【委員】 

昨年度の実績から比較して、今年度においてどういった進捗状況かというのを直接お聞きするこ

とが大事だと思います。 

 

【会長】 

具体的な希望課はありますか。 

 

【委員】 

事業項目１の政策課について、例年数値だけがどうしても着目されていますが、実際どういった

現状なのかというのをお聞きすることがなかったため、そういう点をお聞きできたら良いですね。

また、以前に防災危機管理本部をお呼びしましたが、再度お願いするのも良いかと思います。 

 

【事務局】 

ヒアリングは可能ですが全ての部署には難しいため、課を絞って依頼できればと思います。 
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【会長】 

希望があれば依頼しましょう。 

 

【副会長】 

重点取組項目担当課の中では、かなり数が絞られますよね。その他の課にもヒアリングはできる

のでしょうか。 

 

【事務局】 

ヒアリングは重点取組項目担当課が対象となります。また、主管課にヒアリングを依頼する上で、

依頼する理由を明確にできればと存じます。また、当資料を作成する上で、ヒアリングを行わずと

も実績が読み取れるように、各主管課には具体的な実績追記を依頼しておりますので、そちらもご

考慮いただければと思います。 

 

【委員】 

確かに例年に比べると詳細に記載がありますね。 

 

【事務局】 

補足です。先ほど委員より、前年度実績と比較して今年度の進捗状況をヒアリングしたい旨のご

意見がございましたが、今回が第７次計画の初年度評価となり、前年度実績との比較が難しいとい

う点も踏まえて、ヒアリングを行うかどうかご検討いただければと存じます。 

 

【委員】 

ヒアリングを受ける部署にはプレッシャーや負担もあると思います。むしろ当協議会内で一緒に

課題について考える場になれば良いと考えます。一番苦労されているのは事業項目１の政策課かと

思います。または進捗管理の点で、重点取組項目３の防災危機管理本部など、今後いつ災害がある

か分からないという点で、なるべく早く進捗状況について確認できればと考えました。 
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【会長】 

せっかく来てくださるなら建設的な場になれば良いですね。防災危機管理本部ですと進捗を伺う

点でも適任かと思います。 

 

【委員】 

賛成です。 

 

【委員】 

主管課評価を読んでいて、課としての活動量はよく分かりましたが、市民の行動変容があまり読

み取れませんでした。例えば講座等に参加し、市民がどう変わったかという記載がないと、この資

料だけでは見えてこないです。総合計画の審議会でも主管課へのヒアリングがありましたが、非常

に有意義でしたので、実際に市民の行動がどのように変化してきているかなどが聞ければよいと思

いました。 

 

【会長】 

具体的な担当課の希望はありますか。 

 

【委員】 

可能であれば全課にお聞きしてみたいとは思います。 

 

【委員】 

防災危機管理本部はヒアリングでもお答えいただけることも多いかと思います。 

 

【副会長】 

違う観点からの案ですが、重点取組項目の中で担当項目が最多なのは多様性社会推進課ですよね。

昨年度からも度々話に挙がっていますが、男女共同参画センターの運営の課題についてお聞きする

ことも良いかと考えました。 
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【会長】 

意外と「フチュール」の運営について意見交換ができていないため、良いと考えます。多様性社

会推進課であれば、ヒアリングの負担も、他課に比べると小さいですよね。 

 

【委員】 

 賛成です。男女共同参画センターの運営や発信物等を、細かく確認する機会はあまりなかったた

め、提言の場になったり、学びに繋がるのではと思います。 

 

【会長】 

 では多様性社会推進課に依頼することといたしましょう。意見交換になればと思います。 

 

【委員】 

 重点取組項目２について、評価は簡単につけてしまえますが、しっかりと細部を見て評価したい

と思います。 

  

【会長】 

 他にご意見等はございませんでしょうか。 

最後に、次第３ その他 について、事務局から何かございますか。 

 

【事務局】 

 ２件ございます。 

 まず審議事項（１）について、本日行いました府中市男女共同参画推進のための市民提案型講座 

プレゼンテーション審査の採点結果が出ましたのでご報告いたします。 

（審議事項１（１）の結果に関する内容のため、記載省略） 

 

 ２点目、第３回協議会日程について、１０月を予定している旨ご案内をしておりましたが、本日

は委員の皆様のご出席率が高いため、現時点での日程候補をいくつかこの場で確認させていただけ
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ればと存じます。 

１０月１９日（月）、１０月１６日（金）を候補として挙げさせていただきますが、ご都合のほど

いかがでしょうか。 

（日程確認） 

 改めて、メール等で日程調整をさせていただければと存じます。よろしくお願いいたします。 

 

【会長】 

それでは、本日の会議は閉会とします。本日はご出席ありがとうございました。 


